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Ⅰ 調査の概要 

 

１ 調査目的 

 本調査は、あま市障がい福祉計画・障がい児福祉計画を策定するため、本市に居住する障がいのある方（身

体・知的・精神）の日常生活などの現状や福祉サービスに対するニーズなどを把握することを目的に実施しまし

た。 

 

２ 調査設計 

 障がいのある人への調査 サービス事業者への調査 

（１）調査地域 あま市全域 あま市内及び近隣市町 

（２）調査対象 

市内に居住する身体障害者手帳、

療育手帳、精神保健福祉手帳所

持者並びに障害福祉サービス及び地

域生活支援事業受給者証保持者

（抽出） 

市内及び近隣市町に所在する障害

福祉サービス等事業者 

（３）対象者数 2,000 人 96 件 

（４）抽出方法 無作為抽出調査 全数調査 

（５）調査方法 郵送配布・回収 郵送配布・回収 

（６）調査時期 令和２年８月 令和２年８月 

 

３ 回収結果 

 
配布数 

Ａ 

回収数 

Ｂ 

 

有効回収数 

Ｃ 

有効回収率 

Ｃ／Ａ 

障がいのある人への調査 2,000 958 955 47.8% 

サービス事業者への調査 96 67 67 69.8% 

※有効回収数は、回収されたが記入のない調査票を除いて集計した数。 
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４ 報告書の見方 

(1)比率はすべてパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しました。そのためパーセントの合計

が 100％にならないこともあります。 

(2)回答率（％）は、その質問の回答者数を母数として算出しました。 

(3)基数となるべき実数は、件数または調査数として掲載しました。比率は、この件数を 100％として算出してい

ます。 

(4)複数回答が可能な質問では、比率算出の基数は回答者数（票数）とし、その項目を選び○印をつけた人

が全体からみて何％なのかという見方をしました。そのため、各項目の比率の合計は 100％を超える場合もあ

ります。 

(5)本報告書の表の見出し及び文章中での回答選択肢の表現は、趣旨が変わらない程度に簡略化して掲載し

ている場合があります。 
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Ⅱ 調査結果 
 

１ 障害者手帳所持者アンケート調査 

 

（１）調査対象者の属性 

 

 

回答者の年齢の内訳は、「65歳以上」が53.6％と最も多く、次いで、「40～64歳」が25.2％、「18～39

歳」が 10.3％、「18 歳未満」が 9.3％となっています。 

障がい別でみると、身体障害者手帳では「65 歳以上」が約７割（73.0％）を占めています。療育手帳で

は 40 歳未満が約７割（71.9％）を占めています。精神障害者保健福祉手帳では 18～64 歳で約７割

（73.2％）を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の性別は、「男性」が 52.3％、「女性」が 45.6％となっています。 

障がい別でみると、「療育手帳」では男性の占める割合が 65.0％と他の障がいに比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年齢をお答えください。（令和２年４年１日現在） 

問３ あなたの性別をお答えください。（○は１つだけ） 

全体 n=953

身体障害者手帳 n=571

療育手帳 n=103

精神障害者保健福祉手帳 n=109

重複障害者 n=105

その他 n=65

9.3 

1.6 

40.8 

10.1 

10.5 

24.6 

10.3

2.6

31.1

25.7

15.2

10.8

53.6

73.0

1.9

16.5

43.8

43.1

1.6

1.4

1.9

1.9

4.6

25.2

21.4

24.3

47.7

28.6

16.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳未満 18～39歳 40～64歳 65歳以上 無回答

全体 n=953

身体障害者手帳 n=571

療育手帳 n=103

精神障害者保健福祉手帳 n=109

重複障害者 n=105

その他 n=65

52.3 

48.0 

65.0 

56.0 

57.1 

55.4 

45.6

50.1

34.0

40.4

41.9

40.0

0.5

0.4

2.8

1.6

1.6

1.0

0.9

1.0

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 回答しない 無回答
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一緒に暮らしている人については、「配偶者（夫また

は妻）」が 44.2％と最も多く、次いで「子」が 27.2％、

「父母・祖父母・兄弟」が 26.5％となっています。 

障がい別でみると、身体障害者手帳では「配偶者

（夫または妻）」、その他の障がいでは、「父母・祖父

母・兄弟」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一緒に暮らしている人がいない人については、「一人暮らしのため」が 31.1％、「グループホーム、福祉施設等

を利用しているため」が 41.3％となっています。 

障がい別でみると、身体障害者手帳では「一人暮らしのため」、その他の障がいでは「グループホーム、福祉施

設等を利用しているため」が多くなっています。 

 

 

 

問５ 現在、あなたが一緒に暮らしている人は、どなたですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

父

母

・

祖

父

母

・

兄

弟

配

偶

者

（

夫

ま

た

は

妻

）

子 そ

の

他

い

な

い

無

回

答

26.5 

44.2 

27.2 

4.8 

17.5 

1.4 

0%

20%

40%

60%

80%

（n=953）

全体 n=167

身体障害者手帳 n=107

療育手帳 n=12

精神障害者保健福祉手帳 n=20

重複障害者 n=20

その他 n=8

31.1 

37.4 

20.0 

35.0 

12.5 

41.3

28.0

100.0

55.0

60.0

50.0

27.5

34.6

25.0

5.0

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人暮らしのため グループホーム、福祉施設等を利用しているため 無回答

父母・祖父

母・兄弟

配偶者（夫

または妻）
子 その他 いない 無回答

953 26.5 44.2 27.2 4.8 17.5 1.4

身体障害者手帳 571 8.8 58.5 36.6 4.7 18.7 1.4

療育手帳 103 78.6 4.9 5.8 3.9 11.7 1.9

精神障害者保健福祉手帳 109 54.1 25.7 11.9 4.6 18.3 -

重複障害者 105 34.3 32.4 17.1 6.7 19.0 1.0

その他 65 41.5 30.8 20.0 4.6 12.3 3.1

問５　一緒に暮らしている人

調査数

障

害

別

調査数
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現在の健康状態については、「ふつう」が 51.7％と最も多くなっています。また、「よい」と回答した人は

21.3％となっているのに対し、「よくない」と回答した人は 24.7％となっています。 

障がい別でみると、療育手帳では「よい」が 49.5％と、「よくない」（3.9％）を大きく上回っています。その他

の障がいでは「よくない」と回答した人が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問６ あなたの現在の健康状態はいかがですか。（○は１つだけ） 

全体 n=953

身体障害者手帳 n=571

療育手帳 n=103

精神障害者保健福祉手帳 n=109

重複障害者 n=105

その他 n=65

21.3 

14.9 

49.5 

19.3 

20.0 

38.5 

51.7

55.3

45.6

51.4

49.5

33.8

24.7

27.5

3.9

27.5

26.7

24.6

2.3

2.3

1.0

1.8

3.8

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい ふつう よくない 無回答
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障がい者の日常生活動作の介助の必要性については、「⑦外出」「⑨お金の管理」「⑩薬の管理」などで、

介助を必要とする人が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 日常生活で、次のことをどのようにしていますか。①から⑩のそれぞれにお答え

ください。（①から⑩それぞれに○を１つ） 

①食事 n=953

②トイレ n=953

③入浴 n=953

④衣服の着脱 n=953

⑤身だしなみ n=953

⑥家の中の移動 n=953

⑦外出 n=953

⑧家族以外の人
との意思疎通

n=953

⑨お金の管理 n=953

⑩薬の管理 n=953

78.4 

78.1 

68.0 

74.2 

68.7 

79.3 

55.8 

66.9 

57.9 

61.2 

12.7

9.3

15.6

13.0

16.7

9.2

20.7

17.8

15.1

13.4

5.6

8.2

11.5

8.4

8.5

6.9

16.3

8.5

17.6

16.4

0.7

0.8

1.4

0.6

1.5

0.6

2.8

1.2

4.9

5.1

2.6

3.6

3.5

3.8

4.6

3.9

4.4

5.6

4.4

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとりでできる 一部介助が必要

全部介助が必要 ひとりでできる年齢になっていない

無回答
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＜問７で「２ 一部介助が必要」、「３ 全部介助が必要」又は「４ ひとりでできる年齢になっ

ていない」と答えた方＞ 

 

 

  家族のなかで主に介助している方については、「父

母・祖父母・兄弟」が 34.1％と最も多く、次いで「配偶

者（夫または妻）」が 33.5％となっています。 

障がい別でみると、身体障害者手帳では「配偶者

（夫または妻）」が最も多くなっています。その他の障が

いでは「父母・祖父母・兄弟」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ あなたを介助してくれる方は主に誰ですか。（あてはまるものすべてに○） 

父

母

・

祖

父

母

・

兄

弟

配

偶

者

（

夫

ま

た

は

妻

）

子

（

子

ど

も

の

配

偶

者

を

含

む

）

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

や

施

設

の

職

員

そ

の

他

の

人

（

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

等

）

無

回

答

34.1 33.5 

18.1 

26.3 

4.3 2.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

（n=487）

父母・祖父

母・兄弟

配偶者（夫

または妻）

子（子どもの

配偶者を含

む）

ホームヘル

パーや施設の

職員

その他の人

（ボランティア

等）

無回答

487 34.1 33.5 18.1 26.3 4.3 2.9

身体障害者手帳 236 7.6 50.4 30.9 28.8 4.2 1.7

療育手帳 89 80.9 - 2.2 24.7 4.5 2.2

精神障害者保健福祉手帳 65 47.7 30.8 4.6 16.9 6.2 4.6

重複障害者 67 46.3 26.9 10.4 28.4 4.5 4.5

その他 30 46.7 20.0 10.0 26.7 - 6.7

問８　介助者

調査数

障

害

別

調査数



8 

＜問８で「１ 父母・祖父母・兄弟姉妹」～「３ 子（子どもの配偶者を含む）」と答えた方＞ 

 

 

 

①年齢 

 主に介助している方の年齢については、「40～64歳」が 47.0％と最も多く、次いで「65～74歳」が 21.7％

となっています。 

 障がい別でみると、いずれの障がいにおいても「40～64 歳」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②性別 

主に介助している方の性別については、「男性」が 28.9％、「女性」が 67.7％となっており、女性の介助者が

多くなっています。 

障がい別でみると、療育手帳では「女性」が 87.8％と多くなっています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ あなたを介助してくれる家族で、特に中心となっている方の年齢、性別、健康状

態、悩み等をお答えください。 

全体 n=387

身体障害者手帳 n=187

療育手帳 n=74

精神障害者保健福祉手帳 n=51

重複障害者 n=54

その他 n=21

11.9 

5.3 

18.9 

19.6 

9.3 

33.3 

47.0

41.7

66.2

41.2

46.3

42.9

0.8

0.5

1.4

1.9

21.7

26.2

10.8

25.5

24.1

4.8

18.6

26.2

2.7

13.7

18.5

19.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳未満 40～64歳 65～74歳 75歳以上 無回答

全体 n=387

身体障害者手帳 n=187

療育手帳 n=74

精神障害者保健福祉手帳 n=51

重複障害者 n=54

その他 n=21

28.9 

38.5 

9.5 

35.3 

22.2 

14.3 

67.7

58.8

87.8

60.8

74.1

76.2

1.8

1.6

1.4

3.9

1.9

1.6

1.1

1.4

1.9

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 回答しない 無回答
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③介助者の健康状態 

 主に介助している方の健康状態については、「ふつう」が 66.4％と最も多くなっています。また、「よい」が

20.2％となっているのに対し、「よくない」は 12.1％となっています。 

 障がい別でみると、「よい」と回答した人は、身体障害者手帳では約１割（13.9％）、療育手帳では約４

割（36.5％）、精神障害者保健福祉手帳、重複障害者では約１割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④主な介助者の方が介助する上での悩みや問題は何ですか。 

 主な介助者の方が介助する上での悩みや問題については、「将来自分が介助できなくなることに対する不安」

が 50.9％と最も多く、次いで「精神的に疲れる」が 42.4％、「他に介助者がいない」が 37.0％、「体力的にき

つい」が 28.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 n=387

身体障害者手帳 n=187

療育手帳 n=74

精神障害者保健福祉手帳 n=51

重複障害者 n=54

その他 n=21

20.2 

13.9 

36.5 

15.7 

13.0 

47.6 

66.4

71.7

59.5

66.7

68.5

38.1

1.3

0.5

1.4

1.9

9.5

12.1

13.9

2.7

17.6

16.7

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい ふつう よくない 無回答

自

分

の

時

間

が

持

て

な

い

体

力

的

に

き

つ

い

精

神

的

に

疲

れ

る

他

に

介

助

者

が

い

な

い

家

事

や

他

の

家

族

の

世

話

な

ど

が

十

分

に

で

き

な

い

近

所

づ

き

あ

い

や

地

域

人

と

の

交

流

な

ど

が

で

き

な

い

経

済

的

な

負

担

が

大

き

い

身

近

に

相

談

で

き

る

人

が

い

な

い 近

く

に

利

用

で

き

る

福

祉

施

設

が

な

い

近

く

に

医

療

機

関

が

な

く

緊

急

時

の

対

応

が

心

配

介

助

の

仕

方

が

よ

く

わ

か

ら

な

い 歯

科

診

療

や

眼

科

診

療

な

ど

、

障

が

い

と

関

係

の

な

い

診

療

を

受

け

さ

せ

に

く

い

介

助

を

す

る

側

と

受

け

る

側

の

意

思

疎

通

が

難

し

い

介

助

者

に

と

っ

て

心

の

支

え

が

な

い

将

来

自

分

が

介

助

で

き

な

く

な

る

こ

と

に

対

す

る

不

安

そ

の

他

無

回

答

21.7 

28.4 

42.4 

37.0 

12.9 
10.3 

18.9 

10.3 
7.2 7.8 

5.4 

19.4 

13.2 

7.5 

50.9 

6.2 

12.7 

0%

20%

40%

60% （n=387）
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（２）障がいの状況について 

 

 

身体障害者手帳の所持については、「持っている」が 70.0％、「持っていない」が 23.4％となっています。持っ

ている人の等級については「１級」が 21.4%と最も多く、次いで「３級」が 16.2％、「２級」が 14.7％、「４

級」が 12.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「持っている」：全体から「持っていない」と「無回答」を除いた割合 

 

 

 

 

 障がいの種類については、「内部障害（１～６以外）」が 35.2％と最も多く、次いで「肢体不自由（下

肢）」が 21.3％、「肢体不自由（体幹）」が 12.1％、「肢体不自由（上肢）」が 10.2％となっています。 

年齢別にみると、40 歳以上では「内部障がい（１～６以外）」が最も多く約４割を占めています。また、

18～39歳では「肢体不自由（体幹）」が 35.7％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11 身体障害者手帳をお持ちの場合、障がいの種類をお答えください。 

（○は１つだけ） 

問10 あなたは身体障害者手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

全体 n=953

18歳未満 n=89

18～39歳 n=98

40～64歳 n=240

65歳以上 n=511

21.4 

6.7 

11.2 

18.3 

27.4 

14.7

4.5

11.2

18.3

15.7

2.5

1.0

2.9

3.1

2.5

2.2

1.0

2.1

3.1

23.4

77.5

61.2

27.9

4.9

6.6

5.6

10.2

9.2

4.5

12.7

1.1

1.0

10.4

18.0

16.2

2.2

3.1

10.8

23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 持っていない 無回答

全体 n=667

18歳未満 n=15

18～39歳 n=28

40～64歳 n=151

65歳以上 n=463

3.9 

3.6 

2.6 

4.5 

6.3

33.3

7.1

2.0

6.9

3.1

2.0

3.7

21.3

6.7

10.7

18.5

23.5

12.1

20.0

35.7

14.6

9.7

35.2

33.3

17.9

37.1

35.6

7.8

6.7

14.3

8.6

7.1

10.2

10.7

14.6

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

視覚障がい 聴覚障がい

音声・言語・そしゃく機能障がい 肢体不自由（上肢）

肢体不自由（下肢） 肢体不自由（体幹）

内部障がい（１～６以外） 無回答
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 療育手帳については、「持っている」が 16.9％、「持っていない」が 68.0％となっています。持っている人の等級

については「A判定」が 6.4％、「B 判定」が 3.7％、「C 判定」が 5.8％となっています。 

 年齢別にみると、18 歳未満で「C判定」が 36.0％、18～39歳で「A判定」が 23.5％と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「持っている」：全体から「持っていない」と「無回答」を除いた割合 

 

 

 

 精神障害者保健福祉手帳については、「持っている」が 19.7％、「持っていない」が 66.4％、「精神障がいが

あるが手帳を持っていない」が 2.2％となっています。持っている人の等級については「１級」が 3.5％、「２級」が

12.3％、「３級」が 3.9％となっています。 

 年齢別にみると、18 歳未満や 18～64歳で「2 級」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「持っている」：全体から「精神障がいがあるが手帳を持っていない」「持っていない」と「無回答」を除いた割合 

問13 あなたは精神障害者保健福祉手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

問12 あなたは療育手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

全体 n=953

18歳未満 n=89

18～39歳 n=98

40～64歳 n=240

65歳以上 n=511

3.5 

1.1 

4.1 

4.6 

3.3 

12.3

14.6

26.5

22.1

4.9

3.9

5.6

5.1

5.0

2.9

66.4

76.4

52.0

60.4

70.8

11.8

2.2

8.2

5.8

15.9

2.2

4.1

2.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１級

２級

３級

精神障がいがあるが手帳を持っていない

持っていない

無回答

全体 n=953

18歳未満 n=89

18～39歳 n=98

40～64歳 n=240

65歳以上 n=511

6.4 

9.0 

23.5 

8.3 

1.8 

3.7

13.5

10.2

2.9

1.0

5.8

36.0

12.2

2.5

0.6

16.2

3.4

10.2

12.9

20.7

68.0

38.2

43.9

73.3

75.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ判定 Ｂ判定 Ｃ判定 持っていない 無回答
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難病の認定については、「受けている」が 6.9％、「受けていない」が 80.9％となっています。 

年齢別でみると、40 歳以上で「受けている」人が全体平均を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）住まいや暮らしについて 

 

 

 現在の暮らしについては、「家族と暮らしている」が 76.6％と最も多くなっています。 

 障がい別でみると、いずれの障がいにおいても「家族と暮らしている」が７割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 あなたは現在どのように暮らしていますか。（○は１つだけ） 

問15 あなたは指定難病の認定を受けていますか。（○は１つだけ） 

全体 n=953

18歳未満 n=89

18～39歳 n=98

40～64歳 n=240

65歳以上 n=511

6.9 

2.2 

2.0 

9.6 

7.4 

80.9

94.4

90.8

80.8

77.7

12.2

3.4

7.1

9.6

14.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受けている 受けていない 無回答

全体 n=953

身体障害者手帳 n=571

療育手帳 n=103

精神障害者保健福祉手帳 n=109

重複障害者 n=105

その他 n=65

10.1 

13.8 

7.3 

5.7 

4.6 

76.6

76.9

81.6

75.2

72.4

75.4

2.6

1.1

5.8

6.4

3.8

3.1

3.1

1.8

9.2

7.6

3.1

0.9

0.7

2.9

1.0

1.5

1.9

1.6

1.0

2.9

7.7

4.7

4.2

8.7

1.8

6.7

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人で暮らしている 家族と暮らしている

グループホームで暮らしている 福祉施設で暮らしている

病院に入院している その他

無回答
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今後３年以内に希望する暮らし方については、「現在の暮らしと同様の暮らしをしたい」が 64.8％と最も多く、

次いで「家族と一緒に生活したい」が 20.0％となっています。 

障がい別でみると、いずれの障がいにおいても「現在の暮らしと同様の暮らしをしたい」が最も多くなっており、特

に身体障害者手帳では 72.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 あなたは今後３年以内にどのような暮らしをしたいと思いますか。 

（○は１つだけ） 

全体 n=953

身体障害者手帳 n=571

療育手帳 n=103

精神障害者保健福祉手帳 n=109

重複障害者 n=105

その他 n=65

64.8 

72.2 

51.5 

56.9 

46.7 

64.6 

3.4

1.9

4.9

10.1

3.8

1.5

2.8

2.1

8.7

5.7

3.3

2.5

7.8

2.8

2.9

4.6

1.7

0.9

1.9

4.6

2.9

1.5

20.0

17.0

24.3

22.0

31.4

18.5

4.0

3.5

1.0

3.7

6.7

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の暮らしと同様の暮らしをしたい

一般の住宅で一人暮らしをしたい

家族と一緒に生活したい

グループホームなどを利用したい

福祉施設で暮らしたい

その他

無回答
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 希望する暮らしを送るためには、必要な支援については、「経済的な負担の軽減」が 40.5％と最も多く、次い

で、「緊急時の施設での受入れ体制の充実」が 27.4％、「在宅で医療ケアなどが適切に得られること」が

26.9％、「必要な在宅サービスが適切に利用できること」が 22.4 となっています。 

 障がい別でみると、いずれの障がいにおいても「経済的な負担の軽減」が最も多くなっています。身体障害者手

帳や重複障害者では次いで「在宅で医療ケア等が適切に得られること」、療育手帳では「緊急時の施設での受

入れ体制の充実」、精神障害者保健福祉手帳では「相談対応等の充実」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23 希望する暮らしを送るためには、どのような支援があればよいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

（あてはまるものすべてに○） 

在

宅

で

医

療

的

ケ

ア

が

適

切

に

得

ら

れ

る

こ

と

障

が

い

者

に

適

し

た

住

居

の

確

保

緊

急

時

の

施

設

で

の

受

入

れ

体

制

の

充

実

一

人

暮

ら

し

や

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

等

の

入

居

体

験

の

機

会

や

場

所

の

充

実

必

要

な

在

宅

サ

ー

ビ

ス

が

適

切

に

利

用

で

き

る

こ

と

生

活

訓

練

等

の

充

実

経

済

的

な

負

担

の

軽

減

相

談

対

応

等

の

の

充

実

地

域

住

民

等

の

理

解

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

に

つ

い

て

の

支

援

そ

の

他

無

回

答

26.9 

12.9 

27.4 

10.1 

22.4 

10.7 

40.5 

19.4 

11.5 13.1 

3.3 

18.0 

0%

20%

40%

60%

（n=953）

在宅で医療

的ケアなどが

適切に受けら

れること

障がい者に適

した住居の確

保

緊急時の施

設での受入

れ体制の充

実

一人暮らしや

グループホー

ム等の入居

体験の機会

や場所の充

実

必要な在宅

サービスが適

切に利用でき

ること

生活訓練等

の充実

経済的な負

担の軽減

相談対応等

のの充実

地域住民等

の理解

コミュニケー

ションについて

の支援

その他 無回答

953 26.9 12.9 27.4 10.1 22.4 10.7 40.5 19.4 11.5 13.1 3.3 18.0

身体障害者手帳 571 33.5 12.8 30.3 6.7 27.1 6.5 36.3 14.4 6.5 7.0 3.2 20.5

療育手帳 103 10.7 17.5 36.9 25.2 11.7 30.1 45.6 31.1 30.1 34.0 3.9 10.7

精神障害者保健福祉手帳 109 13.8 9.2 15.6 9.2 15.6 12.8 61.5 30.3 19.3 24.8 3.7 11.0

重複障害者 105 24.8 14.3 22.9 17.1 18.1 11.4 40.0 20.0 12.4 16.2 4.8 16.2

その他 65 20.0 10.8 13.8 6.2 15.4 12.3 35.4 26.2 12.3 9.2 - 23.1

問23　希望する暮らしを送るために必要な支援

調査数

障

害

別

調査数
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（４）日中活動や就労について 

 

 

 外出時に困ることについては、「道路や駅に階段や段差が多い」が 20.3％と最も多く、次いで「困った時にどう

すればいいのか心配」が 19.6％、「公共交通機関が少ない（ない）」が 18.5％となっています。 

 障がい別でみると、身体障害者手帳では「道路や駅に階段や段差が多い」が 26.6％と最も多く、次いで「公

共交通機関が少ない（ない）」が 19.3％となっています。その他の障がいでは「困った時にどうすればいいのか

心配」が最も多くなっています。また、療育手帳や精神障害者保健福祉手帳では「周囲の目が気になる」と回

答した人も約２割程度みられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問28 外出する時に困ることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

公

共

交

通

機

関

が

少

な

い

（

な

い

）

列

車

や

バ

ス

の

乗

り

降

り

が

困

難

道

路

や

駅

に

階

段

や

段

差

が

多

い

切

符

の

買

い

方

や

乗

換

え

の

方

法

が

わ

か

り

に

く

い

外

出

先

の

建

物

の

設

備

が

不

便

介

助

者

が

確

保

で

き

な

い

外

出

に

お

金

が

か

か

る

周

囲

の

目

が

気

に

な

る

発

作

な

ど

突

然

の

身

体

の

変

化

が

心

配

困

っ

た

時

に

ど

う

す

れ

ば

い

い

の

か

心

配

そ

の

他

無

回

答

18.5 

12.6 

20.3 

7.0 

12.9 

5.7 

15.2 

8.4 

13.4 

19.6 

8.2 

27.7 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

（n=953）

公共交通機

関が少ない

（ない）

列車やバスの

乗り降りが困

難

道路や駅に

階段や段差

が多い

切符の買い

方や乗換えの

方法がわかり

にくい

外出先の建

物の設備が

不便

介助者が確

保できない

外出にお金が

かかる

周囲の目が

気になる

発作など突然

の身体の変

化が心配

困った時にどう

すればいいの

か心配

その他 無回答

953 18.5 12.6 20.3 7.0 12.9 5.7 15.2 8.4 13.4 19.6 8.2 27.7

身体障害者手帳 571 19.3 14.9 26.6 5.4 14.0 6.0 14.4 4.4 12.6 14.0 9.3 26.4

療育手帳 103 16.5 3.9 2.9 17.5 10.7 6.8 9.7 22.3 7.8 43.7 4.9 25.2

精神障害者保健福祉手帳 109 16.5 6.4 6.4 7.3 3.7 2.8 26.6 18.3 21.1 21.1 8.3 27.5

重複障害者 105 20.0 15.2 19.0 8.6 21.0 8.6 15.2 9.5 17.1 24.8 9.5 25.7

その他 65 15.4 12.3 16.9 1.5 9.2 1.5 12.3 3.1 10.8 20.0 1.5 46.2

問28　外出する際に困ること

調査数

障

害

別

調査数
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 平日の主な過ごし方については、「自宅で過ごしている」が 33.8％と最も多く、次いで「会社勤めや､自営業､

家業などで収入を得て仕事をしている」が 16.3％、「専業主婦（主夫）をしている」が 10.2％となっています。 

障がい別でみると、全体との差が大きいものは、療育手帳で「福祉施設、作業所等に通っている」が 31.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問29 あなたは、平日の日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つだけ） 

会

社

勤

め

や

、

自

営

業

、

家

業

な

ど

で

収

入

を

得

る

仕

事

を

し

て

い

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

な

ど

、

収

入

を

得

な

い

仕

事

を

し

て

い

る

専

業

主

婦

（

主

夫

）

を

し

て

い

る 福

祉

施

設

、

作

業

所

等

に

通

っ

て

い

る

病

院

な

ど

の

デ

イ

ケ

ア

に

通

っ

て

い

る

自

助

グ

ル

ー

プ

等

の

集

ま

り

に

参

加

し

て

い

る

地

域

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

を

利

用

し

て

い

る

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

を

受

け

て

い

る

自

宅

で

過

ご

し

て

い

る

入

所

し

て

い

る

施

設

や

病

院

等

で

過

ご

し

て

い

る

大

学

、

専

門

学

校

、

職

業

訓

練

校

な

ど

に

通

っ

て

い

る

特

別

支

援

学

校

に

通

っ

て

い

る

一

般

の

小

中

学

校

、

高

校

に

通

っ

て

い

る

幼

稚

園

、

保

育

所

、

障

が

い

児

通

所

施

設

な

ど

に

通

っ

て

い

る

そ

の

他

無

回

答

16.3 

0.8 

10.2 
7.8 

4.3 

0.1 1.2 
3.5 

33.8 

6.6 

0.7 1.8 
4.7 

2.1 2.7 3.5 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

（n=953）

会社勤めや、

自営業、家

業などで収入

を得る仕事を

している

ボランティアな

ど、収入を得

ない仕事をし

ている

専業主婦

（主夫）をし

ている

福祉施設、

作業所等に

通っている

病院などのデ

イケアに通って

いる

自助グループ

等の集まりに

参加している

地域活動支

援センターを

利用している

リハビリテー

ションを受けて

いる

自宅で過ごし

ている

入所している

施設や病院

等で過ごして

いる

大学、専門

学校、職業

訓練校などに

通っている

特別支援学

校に通ってい

る

一般の小中

学校、高校に

通っている

幼稚園、保

育所、障がい

児通所施設

などに通ってい

る

その他 無回答

953 16.3 0.8 10.2 7.8 4.3 0.1 1.2 3.5 33.8 6.6 0.7 1.8 4.7 2.1 2.7 3.5

身体障害者手帳 571 18.0 0.9 13.3 1.9 5.4 0.2 0.5 4.4 41.7 5.6 0.5 0.4 0.9 0.4 2.6 3.3

療育手帳 103 15.5 - - 31.1 - - - - 2.9 6.8 1.0 12.6 15.5 11.7 1.0 1.9

精神障害者保健福祉手帳 109 22.9 0.9 6.4 8.3 2.8 - 5.5 0.9 31.2 4.6 - - 9.2 0.9 3.7 2.8

重複障害者 105 5.7 - 7.6 14.3 4.8 - 1.9 5.7 32.4 13.3 1.9 1.9 2.9 1.0 1.9 4.8

その他 65 7.7 3.1 9.2 10.8 3.1 - - 1.5 20.0 7.7 1.5 - 16.9 6.2 6.2 6.2

問29　平日の日中の主な過ごし方

調査数

障

害

別

調査数
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勤務形態については、「パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員」が 35.5％と最も多く、次いで「正職

員で他の職員と勤務条件等に違いはない」が 30.3％、「自営業、農林水産業など」が 14.8％となっています。 

障がい別でみると、身体障害者手帳では「正職員で他の職員と勤務条件等に違いはない」が 36.9％と最も

多く、次いで「パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員」が 29.1％となっています。療育手帳、精神障害

者保健福祉手帳では「パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員」が５割を超え最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30 どのような勤務形態で働いていますか。（○は１つだけ） 

全体 n=155

身体障害者手帳 n=103

療育手帳 n=16

精神障害者保健福祉手帳 n=25

重複障害者 n=6

その他 n=5

30.3 

36.9 

25.0 

16.0 

20.0 

8.4

6.8

12.5

12.0

16.7

14.8

20.4

4.0

16.7

7.7

5.8

6.3

16.0

16.7

3.2

1.0

6.3

16.7

40.0

35.5

29.1

50.0

52.0

33.3

40.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正職員で他の職員と勤務条件等に違いはない

正職員で短時間勤務などの障がい者配慮がある

パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員

自営業、農林水産業など

その他

無回答
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障がい者の就労支援として必要なことについては、「職場の障がい者理解」が 33.7％と最も多く、次いで「職

場の上司や同僚に障がいの理解があること」が 31.0％、「勤務時間や日数が体調に合わせて変更できること」

が 23.3％、「具合が悪くなった時に気軽に退院できること」が 23.0％、「通勤手段の確保」が 21.9％、「短時

間勤務や勤務日数等の配慮」が 21.4％となっており、障がい者の就労に対するニーズは多岐に渡っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）相談相手・情報収集について 

 

 

 

 

普段、悩みや困ったことの相談者については、「家族や親せき」が 72.5％と最も多く、次いで「かかりつけの医

師や看護師」が 23.1％、「友人・知人」が 22.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問33 あなたは、障がい者の就労支援として、どのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

問 34 あなたは、普段、悩みや困ったことをどなたに相談しますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

通

勤

手

段

の

確

保

勤

務

場

所

に

お

け

る

バ

リ

ア

フ

リ

ー

等

の

配

慮

短

時

間

勤

務

や

勤

務

日

数

等

の

配

慮

勤

務

時

間

や

日

数

が

体

調

に

合

わ

せ

て

変

更

で

き

る

こ

と

在

宅

勤

務

の

拡

充

職

場

の

障

が

い

者

理

解

職

場

の

上

司

や

同

僚

に

障

が

い

の

理

解

が

あ

る

こ

と

職

場

で

の

介

助

や

援

助

等

が

受

け

ら

れ

る

こ

と

具

合

が

悪

く

な

っ

た

時

に

気

軽

に

退

院

で

き

る

こ

と

就

労

後

の

フ

ォ

ロ

ー

な

ど

職

場

と

支

援

機

関

の

連

携

企

業

ニ

ー

ズ

に

合

っ

た

就

労

訓

練 仕

事

に

つ

い

て

の

職

場

外

で

の

相

談

対

応

、

支

援

そ

の

他

無

回

答

21.9 

12.1 

21.4 23.3 

12.0 

33.7 
31.0 

13.0 

23.0 

13.7 

8.5 

13.3 

3.0 

43.2 

0%

20%

40%

60%

（n=953）

家

族

や

親

せ

き

友

人

・

知

人

近

所

の

人

職

場

の

上

司

や

同

僚

施

設

の

指

導

員

な

ど

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

な

ど

サ

ー

ビ

ス

事

業

所

の

人

障

が

い

者

団

体

や

家

族

会

か

か

り

つ

け

の

医

師

や

看

護

師

病

院

の

ケ

ー

ス

ワ

ー

カ

ー

や

介

護

保

険

の

ケ

ア

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

民

生

委

員

・

児

童

委

員

通

所

施

設

や

保

育

所

、

幼

稚

園

、

学

校

の

先

生

相

談

支

援

事

業

所

な

ど

の

民

間

の

相

談

窓

口

市

役

所

や

児

童

相

談

所

等

の

行

政

機

関

の

相

談

窓

口

社

会

福

祉

協

議

会

そ

の

他

無

回

答

72.5 

22.6 

3.3 4.7 
8.8 8.3 

1.4 

23.1 

7.7 
1.5 

4.7 2.5 3.5 5.1 4.4 
9.3 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

（n=953）
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障がいのことや福祉サービスなどに関する情報を知る媒体については、「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジ

オのニュース」が 29.1％と最も多く、次いで「家族や親せき、友人・知人」が 28.4％、「行政機関の広報誌」が

24.8％、「かかりつけの医師や看護師」が 20.5％となっています。 

障がい別でみると、身体障害者手帳では「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」「行政機関の

広報誌」、療育手帳では「家族や親せき、友人・知人」「サービス事業所の人や施設職員」、精神障害者保健

福祉手帳では「かかりつけの医師や看護師」「インターネット」、重複障害者では「家族や親せき、友人・知人」

「かかりつけの医師や看護師」があげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 35 あなたは障がいのことや福祉サービスなどに関する情報を、どこから知ることが

多いですか。（あてはまるものすべてに○） 

本

や

新

聞

、

雑

誌

の

記

事

、

テ

レ

ビ

や

ラ

ジ

オ

の

ニ

ュ

ー

ス

行

政

機

関

の

広

報

誌

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

家

族

や

親

せ

き

、

友

人

・

知

人

サ

ー

ビ

ス

事

業

所

の

人

や

施

設

職

員

障

が

い

者

団

体

や

家

族

会

か

か

り

つ

け

の

医

師

や

看

護

師

病

院

の

ケ

ー

ス

ワ

ー

カ

ー

や

介

護

保

険

の

ケ

ア

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

民

生

委

員

・

児

童

委

員

通

所

施

設

や

保

育

所

、

幼

稚

園

、

学

校

の

先

生

相

談

支

援

事

業

所

な

ど

の

民

間

の

相

談

窓

口

行

政

機

関

の

相

談

窓

口

そ

の

他

無

回

答

29.1 
24.8 

17.7 

28.4 

13.5 

3.7 

20.5 

12.0 

0.9 
4.0 3.1 

5.2 3.5 

12.0 

0%

20%

40%

60%

（n=953）

本や新聞、雑

誌の記事、テ

レビやラジオの

ニュース

行政機関の

広報誌
インターネット

家族や親せ

き、友人・知

人

サービス事業

所の人や施

設職員

障がい者団

体や家族会

かかりつけの

医師や看護

師

病院のケース

ワーカーや介

護保険のケア

マネージャー

民生委員・児

童委員

通所施設や

保育所、幼

稚園、学校の

先生

相談支援事

業所などの民

間の相談窓

口

行政機関の

相談窓口
その他 無回答

953 29.1 24.8 17.7 28.4 13.5 3.7 20.5 12.0 0.9 4.0 3.1 5.2 3.5 12.0

身体障害者手帳 571 34.7 30.8 16.8 26.8 9.5 2.6 20.7 13.8 1.2 1.1 0.5 4.4 3.3 11.0

療育手帳 103 16.5 12.6 13.6 38.8 33.0 10.7 8.7 1.0 - 16.5 14.6 5.8 1.9 12.6

精神障害者保健福祉手帳 109 22.9 20.2 34.9 23.9 14.7 - 35.8 12.8 - 1.8 2.8 9.2 4.6 7.3

重複障害者 105 19.0 18.1 8.6 29.5 12.4 7.6 21.9 12.4 1.9 6.7 4.8 4.8 5.7 15.2

その他 65 26.2 9.2 18.5 32.3 18.5 1.5 9.2 10.8 - 9.2 6.2 6.2 1.5 21.5

問35　障がいのことや福祉サービスなどに関する情報の入手先

調査数

障

害

別

調査数
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（６）障害福祉サービス等の利用について 

 

 

サービスの利用については、「利用している」が 21.4％、「利用していない」が 59.6％となっています。 

障がい別でみると、「利用している」人は、身体障害者手帳で8.8％、療育手帳で66.0％、精神障害者保

健福祉手帳で 27.5％、重複障害者で 29.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、利用している障害福祉サービスについては、「放課後等デイサービス」が 22.1％と最も多く、次いで「短

期入所（ショートステイ）」が 18.6％、「計画相談支援」が 17.6％、「生活介護」が 17.2％となっています。 

問 37 あなたは障害福祉サービス、地域生活支援事業又は障がい児向けサービスを利用

していますか。（○は１つだけ） 

問 38 現在利用中のサービスについて①～㉜の番号を記入し、今後３年以内の利用予定

について回答してください。（現在利用中のサービスはあてはまるものすべての番

号を記入、今後３年以内の利用予定については○は１つだけ） 

全体 n=953

身体障害者手帳 n=571

療育手帳 n=103

精神障害者保健福祉手帳 n=109

重複障害者 n=105

その他 n=65

21.4 

8.8 

66.0 

27.5 

29.5 

38.5 

59.6

71.8

25.2

54.1

46.7

36.9

19.0

19.4

8.7

18.3

23.8

24.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

居宅介護（ホームヘルプ）

重度訪問介護

行動援護

同行援護

重度障害者等包括支援

生活介護

就労移行支援

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

就労定着支援

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

自立生活援助

短期入所（ショートステイ）

施設入所支援

共同生活援助（グループホーム）

療養介護

9.8

3.9

3.4

3.4

4.4

17.2

3.4

7.4

16.7

2.5

6.9

4.9

2.9

18.6

11.3

8.8

3.4

0% 10% 20% 30% 40%

（n=204）

計画相談支援

地域移行支援

地域定着支援

地域活動支援センター

移動支援

日中一時支援

訪問入浴サービス

児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

障害児相談支援

居宅訪問型児童発達支援

保育所等訪問支援

福祉型児童入所支援

医療型児童入所支援

無回答

17.6

2.5

2.0

14.2

8.8

15.7

4.9

7.8

1.5

22.1

5.4

0.5

2.0

1.0

0.5

5.9

0% 10% 20% 30% 40%
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今後３年以内の利用予定又は利用意向については、「生活介護」「就労継続支援Ａ型」「就労定着支

援」「計画相談支援」「地域活動支援センター」「日中一時支援」「障害児相談支援」などでは「同じくらい利用

する」が８割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居宅介護（ホームヘルプ） n=20

重度訪問介護 n=8

行動援護 n=7

同行援護 n=7

重度障害者等包括支援 n=9

生活介護 n=35

就労移行支援 n=7

就労継続支援Ａ型 n=15

就労継続支援Ｂ型 n=34

就労定着支援 n=5

自立訓練（機能訓練） n=14

自立訓練（生活訓練） n=10

自立生活援助 n=6

短期入所（ショートステイ） n=38

施設入所支援 n=23

共同生活援助（グループ
ホーム）

n=18

療養介護 n=7

計画相談支援 n=36

地域移行支援 n=5

地域定着支援 n=4

地域活動支援センター n=29

移動支援 n=18

日中一時支援 n=32

訪問入浴サービス n=10

児童発達支援 n=16

医療型児童発達支援 n=3

放課後等デイサービス n=45

障害児相談支援 n=11

居宅訪問型児童発達支援 n=1

保育所等訪問支援 n=4

福祉型児童入所支援 n=2

医療型児童入所支援 n=1

65.0 

50.0 

71.4 

57.1 

66.7 

80.0 

28.6 

80.0 

76.5 

80.0 

64.3 

70.0 

66.7 

78.9 

73.9 

72.2 

42.9 

83.3 

40.0 

25.0 

82.8 

72.2 

84.4 

60.0 

50.0 

33.3 

71.1 

90.9 

30.0

25.0

28.6

28.6

22.2

5.7

28.6

6.7

11.8

20.0

28.6

20.0

16.7

7.9

13.0

16.7

14.3

11.1

40.0

50.0

13.8

22.2

15.6

30.0

25.0

33.3

6.7

9.1

100.0

25.0

50.0

100.0

5.0

12.5

14.3

11.1

5.7

14.3

13.3

5.9

7.1

10.5

8.7

5.6

28.6

2.8

20.0

25.0

3.4

5.6

10.0

25.0

33.3

22.2

75.0

12.5

8.6

28.6

5.9

10.0

16.7

2.6

4.3

5.6

14.3

2.8

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同じぐらい利用する 増やす 減らす 無回答



22 

 

 

サービスの利用で困っていることについては、「特に困っていることはない」が 46.6％と最も多くなっています。困

っている人では、「サービスに関する情報が少ない、入手しにくい」が 18.1％と最も多く、次いで「サービス利用の

ための申請や手続きがたいへん」が 12.7％となっています。 

障がい別でみると、困っている人は、身体障害者手帳や療育手帳、重複障害者では「サービスに関する情報

が少ない、入手しにくい」、精神障害者保健福祉手帳では「サービス利用のための申請や手続きがたいへん」が

あげられています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問39 サービスの利用で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

サ

ー

ビ

ス

に

関

す

る

情

報

が

少

な

い

、

入

手

し

に

く

い

サ

ー

ビ

ス

利

用

に

つ

い

て

の

相

談

先

が

な

い

サ

ー

ビ

ス

利

用

の

た

め

の

申

請

や

手

続

き

が

た

い

へ

ん

支

給

決

定

量

が

少

な

く

、

も

っ

と

利

用

し

た

い

が

利

用

で

き

な

い

サ

ー

ビ

ス

が

あ

る

サ

ー

ビ

ス

の

供

給

が

少

な

く

、

利

用

し

に

く

い

サ

ー

ビ

ス

が

あ

る

利

用

し

た

い

が

対

象

外

な

ど

で

申

請

で

き

な

い

サ

ー

ビ

ス

が

あ

る

医

療

ケ

ア

な

ど

を

受

け

入

れ

て

も

ら

え

な

い

こ

と

が

あ

る

送

迎

な

ど

で

家

族

の

負

担

が

大

き

い

通

所

先

や

入

所

施

設

等

で

の

利

用

者

間

の

人

間

関

係

に

困

っ

て

い

る

ヘ

ル

パ

ー

や

施

設

職

員

等

の

障

が

い

に

対

す

る

理

解

な

ど

に

不

安

を

感

じ

る

こ

と

が

あ

る

そ

の

他

特

に

困

っ

て

い

る

こ

と

は

な

い

無

回

答

18.1 

3.9 

12.7 

7.4 8.8 

3.4 3.4 

8.8 

3.4 
7.8 5.9 

46.6 

13.7 

0%

20%

40%

60% （n=204）

サービスに関

する情報が少

ない、入手し

にくい

サービス利用

についての相

談先がない

サービス利用

のための申請

や手続きがた

いへん

支給決定量

が少なく、もっ

と利用したい

が利用できな

いサービスが

ある

サービスの供

給が少なく、

利用しにくい

サービスがあ

る

利用したいが

対象外などで

申請できない

サービスがあ

る

医療的ケアな

どを受け入れ

てもらえないこ

とがある

送迎などで家

族の負担が

大きい

通所先や入

所施設等で

の利用者間

の人間関係

に困っている

ヘルパーや施

設職員等の

障がいに対す

る理解などに

不安を感じる

ことがある

その他
特に困ってい

ることはない
無回答

204 18.1 3.9 12.7 7.4 8.8 3.4 3.4 8.8 3.4 7.8 5.9 46.6 13.7

身体障害者手帳 50 16.0 - 12.0 12.0 4.0 4.0 4.0 12.0 2.0 6.0 6.0 44.0 20.0

療育手帳 68 19.1 5.9 10.3 4.4 8.8 4.4 4.4 8.8 1.5 7.4 4.4 45.6 10.3

精神障害者保健福祉手帳 30 16.7 3.3 20.0 6.7 10.0 - - - 10.0 - - 60.0 6.7

重複障害者 31 29.0 6.5 19.4 12.9 19.4 6.5 6.5 16.1 3.2 19.4 9.7 32.3 16.1

その他 25 8.0 4.0 4.0 - 4.0 - - 4.0 4.0 8.0 12.0 56.0 16.0

問39　サービスの利用で困っていること

調査数

障

害

別

調査数
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（７）権利擁護・障がい者差別解消について 

 

 

 

障がいがあることで差別や嫌な思いをする（した）ことがあるかについては、「ない」が 54.9％と最も多くなって

います。一方で、「ある」は12.4％、「少しある」は17.3％となっており、これらを合わせた、“差別や嫌な思いをし

たことがある人”が約３割（29.7％）を占めています。 

障がい別でみると、“差別や嫌な思いをしたことがある人”は、身体障害者手帳では 24.4％にとどまっているも

のの、療育手帳では45.7％、精神障害者保健福祉手帳では43.1％、重複障害者では34.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差別や嫌な思いをした場所については、「外出中」が45.6％と最も多く、次いで「学校・仕事場」が36.4％、

「病院等の医療機関」が 19.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 44 あなたは、障がいがあることで差別や嫌な思いをする（した）ことがありますか。 

（○は１つだけ） 

問 45 どのような場所で差別や嫌な思いをしましたか。（あてはまるものすべてに○） 

全体 n=953

身体障害者手帳 n=571

療育手帳 n=103

精神障害者保健福祉手帳 n=109

重複障害者 n=105

その他 n=65

12.4 

7.2 

24.3 

21.1 

21.0 

10.8 

17.3

17.2

21.4

22.0

13.3

10.8

15.4

12.6

19.4

10.1

24.8

27.7

54.9

63.0

35.0

46.8

41.0

50.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある 少しある ない 無回答

学

校

・

仕

事

場

仕

事

を

探

す

と

き

外

出

中

余

暇

を

楽

し

む

と

き

病

院

な

ど

の

医

療

機

関

住

ん

で

い

る

地

域

入

所

施

設

や

通

所

施

設

そ

の

他

無

回

答

36.4 

14.1 

45.6 

15.5 
19.4 

15.9 

6.0 5.7 
2.5 

0%

20%

40%

60%

（n=283）
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成年後見制度の認知度については、「名前も内容も知らない」が 38.6％と最も多くなっています。一方で、

「名前も内容も知っている」は19.9％、「名前を聞いたことがあるが、内容は知らない」は29.5％となっており、こ

れらを合わせた認知度は約５割（49.4％）となっています。 

障がい別でみると、成年後見制度の認知度は、身体障害者手帳では51.4％、療育手帳では51.4％、精

神障害者保健福祉手帳では 48.6％、重複障害者では 42.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者差別解消法の認知度については、「法の名称も名前も知らない」が 64.6％と最も多くなっています。

一方で、「法の名称も内容も知っている」は5.0％、「法の名称は知っているが、内容は知らない」は17.5％とな

っており、これらを合わせた認知度は約２割（22.5％）となっています。 

障がい別でみると、成年後見制度の認知度は、身体障害者手帳では22.9％、療育手帳では26.2％、精

神障害者保健福祉手帳では 23.8％、重複障害者では 21.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 46 成年後見制度についてご存じですか。（○は１つだけ） 

問 47 あなたは、障害者差別解消法を知っていますか。（○は１つだけ） 

全体 n=953

身体障害者手帳 n=571

療育手帳 n=103

精神障害者保健福祉手帳 n=109

重複障害者 n=105

その他 n=65

19.9 

20.1 

26.2 

15.6 

21.9 

12.3 

29.5

31.3

25.2

33.0

21.0

27.7

12.0

10.3

10.7

10.1

18.1

21.5

38.6

38.2

37.9

41.3

39.0

38.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、内容は知らない

名前も内容も知らない

無回答

全体 n=953

身体障害者手帳 n=571

療育手帳 n=103

精神障害者保健福祉手帳 n=109

重複障害者 n=105

その他 n=65

5.0 

4.0 

5.8 

5.5 

8.6 

6.2 

17.5

18.9

20.4

18.3

13.3

6.2

12.1

10.3

8.7

10.1

20.0

23.1

65.4

66.7

65.0

66.1

58.1

64.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法の名称も内容も知っている

法の名称は知っているが、内容は知らない

法の名称も内容も知らない

無回答
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あま市役所（市の公共施設等）の窓口等での対応が障がい者に対する配慮がされているかについては、「ど

ちらかといえば配慮されている」が43.8%と最も多く、次いで「配慮がされている」が25.6％となっており、これらを

合わせた、“配慮がされていると感じている人”が約７割（69.4％）を占めています。 

障がい別でみると、“配慮がされていると感じている人”は、身体障害者手帳では 71.7％、療育手帳では

62.1％、精神障害者保健福祉手帳では 74.3％、重複障害者では 68.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配慮されていないと感じた場面については、「窓口の対応に障がい者への配慮がなかった」が 51.0％と最も多

く、次いで「わずらわしそうな態度、又は障がい者を傷つける言葉を投げかけられた」が 23.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 48 あなたは、あま市役所（市の公共施設等）の窓口等での対応について障がい者に

対する配慮がされていると思いますか。（○は１つだけ） 

問 49 どのような場面で感じましたか。（あてはまるものすべてに○） 

全体 n=953

身体障害者手帳 n=571

療育手帳 n=103

精神障害者保健福祉手帳 n=109

重複障害者 n=105

その他 n=65

25.6 

27.0 

16.5 

33.0 

25.7 

15.4 

43.8

44.7

45.6

41.3

42.9

38.5

6.5

5.4

9.7

7.3

5.7

10.8

4.2

4.2

1.9

8.3

4.8

19.9

18.7

26.2

10.1

21.0

35.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配慮がされている どちらかといえば配慮されている

どちらかといえば配慮されていない 配慮されていない

無回答

窓

口

の

対

応

に

障

が

い

者

へ

の

配

慮

が

な

か

っ

た

対

応

が

後

回

し

に

さ

れ

た

資

料

等

の

提

供

を

し

て

も

ら

え

な

か

っ

た

説

明

会

・

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

の

参

加

を

断

ら

れ

た

特

に

必

要

が

な

い

の

に

付

添

者

を

求

め

ら

れ

た

支

障

が

な

い

の

に

付

添

者

の

同

行

を

拒

ま

れ

た

身

体

障

害

者

補

助

犬

の

同

伴

を

拒

否

さ

れ

た

行

事

・

娯

楽

等

へ

の

参

加

の

制

限

を

さ

れ

た

本

人

を

無

視

し

て

、

介

助

者

等

に

の

み

話

し

か

け

て

い

た

大

人

の

障

が

い

者

に

対

し

て

、

幼

児

の

言

葉

で

接

せ

ら

れ

た

わ

ず

ら

わ

し

そ

う

な

態

度

、

又

は

障

が

い

者

を

傷

つ

け

る

言

葉

を

投

げ

か

け

ら

れ

た

そ

の

他

無

回

答

51.0 

14.7 

8.8 

0.0 
3.9 2.9 

0.0 1.0 

7.8 
4.9 

23.5 

29.4 

10.8 

0%

20%

40%

60%

（n=102）
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（８）災害時の避難等について 

 

 

 

災害時における一人での避難については、「できる」が 30.7％、「できない」が 42.6％となっています。 

障がい別でみると、ひとりで避難できる人は、身体障害者手帳では 35.4％、療育手帳では 13.6％、精神

障害者保健福祉手帳では 34.9％、重複障害者では 19.0％となっています。一方、ひとりで避難できない人

は療育手帳や重複障害者では５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）暮らしやすさや将来の生活について 

 

 

 

障がい者にとってあま市の暮らしやすさについては、「暮らしやすいまちだと思う」が 54.8％と最も多く、これに「と

ても暮らしやすいまちだと思う」（5.7％）を合わせた“暮らしやすいと感じている人”が６割（60.5％）を占め

ています。 

障がい別でみると、“暮らしやすいと感じている人”は身体障害者手帳では60.9％、療育手帳では60.2％、

精神障害者保健福祉手帳では 66.1％、重複障害者では 58.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 50 あなたは、火事や地震等の災害時に一人で避難できますか。（○は１つだけ） 

問 54 あなたは、あま市は障がい者にとって暮らしやすいまちだと思いますか。 

（○は１つだけ） 

全体 n=953

身体障害者手帳 n=571

療育手帳 n=103

精神障害者保健福祉手帳 n=109

重複障害者 n=105

その他 n=65

30.7 

35.4 

13.6 

34.9 

19.0 

29.2 

42.6

40.1

63.1

28.4

53.3

38.5

5.4

3.7

3.9

3.7

10.5

16.9

21.3

20.8

19.4

33.0

17.1

15.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる できない わからない 無回答

全体 n=953

身体障害者手帳 n=571

療育手帳 n=103

精神障害者保健福祉手帳 n=109

重複障害者 n=105

その他 n=65

5.7 

4.0 

8.7 

5.5 

9.5 

9.2 

54.8

56.9

51.5

60.6

48.6

41.5

5.6

5.3

4.9

7.3

6.7

4.6

20.6

20.0

25.2

13.8

21.9

27.7

13.4

13.8

9.7

12.8

13.3

16.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても暮らしやすいまちだと思う 暮らしやすいまちだと思う

あまり暮らしやすいまちだとは思わない 暮らしやすいまちだとは思わない

無回答
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 障がい者が地域や社会に積極的に参加していくためには、どのようなことが大切かたずねたところ、「障がい者が

参加しやすいように配慮すること」が 40.0％と最も多く、次いで「障がい者自身の積極性」が 31.4％、「障がい

者理解のための広報や福祉教育の充実」が 27.8％、「バリアフリー等の利用しやすい施設への改善」が

25.0％、「障がい者の参加を支援するボランティアの育成」が 24.1％となっています。 

障がい別でみると、いずれの障がいにおいても「障がい者が参加しやすいように配慮すること」があげられています。

次いで身体障害者手帳では「障がい者自身の積極性」、療育手帳、精神保健福祉手帳では「障がい者理解

のための広報や福祉教育の充実」、重複障害者では「家族の積極性」があげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 55 障がい者が地域や社会に積極的に参加していくためには、どのようなことが大切

だと考えますか。（あてはまるものすべてに○） 

障

が

い

者

が

参

加

し

や

す

い

よ

う

に

配

慮

す

る

こ

と

障

が

い

者

の

参

加

を

支

援

す

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

育

成 バ

リ

ア

フ

リ

ー

等

の

利

用

し

や

す

い

施

設

へ

の

改

善

障

が

い

者

理

解

の

た

め

の

広

報

や

福

祉

教

育

の

充

実

障

が

い

者

自

身

の

積

極

性

家

族

の

積

極

性

そ

の

他

無

回

答

40.0 

24.1 25.0 
27.8 

31.4 

20.1 

3.9 

23.1 

0%

20%

40%

60%

（n=953）

障がい者が参

加しやすいよ

うに配慮する

こと

障がい者の参

加を支援する

ボランティアの

育成

バリアフリー等

の利用しやす

い施設への改

善

障がい者理

解のための広

報や福祉教

育の充実

障がい者自

身の積極性

家族の積極

性
その他 無回答

953 40.0 24.1 25.0 27.8 31.4 20.1 3.9 23.1

身体障害者手帳 571 38.0 21.7 29.2 22.4 33.8 16.6 3.7 23.6

療育手帳 103 56.3 41.7 15.5 46.6 31.1 31.1 1.9 14.6

精神障害者保健福祉手帳 109 45.0 20.2 17.4 36.7 35.8 15.6 6.4 18.3

重複障害者 105 33.3 26.7 22.9 26.7 17.1 32.4 5.7 25.7

その他 65 33.8 20.0 18.5 32.3 26.2 21.5 1.5 35.4

問55　障がい者が地域や社会に積極的に参加していくために必要なこと

調査数

障

害

別

調査数
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 将来の生活に対する不安についてたずねたところ、「家族以外で介助してくれる人や支援してくれる人を確保で

きるか」が 46.3％と最も多く、次いで「経済的に安定した生活を送ることができるか」が 42.2％、「福祉サービス

を受けるのにどの程度の費用がかかるのか」が 34.2％、「必要な福祉サービスを受けられるか」が 33.9％、「健

康を維持できるか（二次的障がいのおそれ）」が 32.6％となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）教育について 

 

 

 

保育や教育について今後必要だと思うことについては、「もっと周囲の児童・生徒、またはその保護者に理解し

てほしい」が 42.7％と最も多く、次いで「障がいの特性に応じた配慮をしてほしい」が 41.6％、「進路指導をしっ

かりしてほしい」が 33.7％、「保育や教育について相談できる人や場所を増やしてほしい」が 31.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問56 将来の生活に対する不安についてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

問 58 あなたは、保育や教育について今後、どのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 
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（11）新型コロナウイルス感染症について 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の感染防止に関して心がけていることについては、「マスクの着用」が 84.9％と最も

多く、次いで「うがい・手洗いの徹底」が 77.3％、「必要のない外出を避ける」が 69.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 63 新型コロナウイルス感染症の感染防止に関して、あなたが心がけていることは 

なんですか。（あてはまるものすべてに○） 
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大への対応として重要な政策については、「障がい者への経済的な支

援」が 25.8％と最も多く、次いで「感染状況の公表等、適切な情報提供」が 25.2％、「市内施設の消毒等、

感染防止の徹底」が 21.0％となっています。 

障がい別でみると、身体障害者手帳では「感染状況の公表等、適切な情報提供」が 28.5％と最も多くなっ

ています。その他のの障がい種別では「障がい者への経済的な支援」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

問 63 あなたは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大への対応として、どのような 

政策が最も重要だと思いますか。（○は１つだけ） 

全体 n=953

身体障害者手帳 n=571

療育手帳 n=103
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感染状況の公表等、適切な情報提供

その他

無回答
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２ サービス事業者調査 

 

 

経営上の課題については、「従事者の人員確保が困難」が44.8％と最も多く、次いで「事務量が増大してい

る」が 31.3％、「職員の研修、育成を行う時間が少ない」が 28.4％となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定員増員や新規参入が進まない理由については、「職員の確保が困難である」が49.3％と最も多く、次いで

「報酬単価が低く、採算性に不安がある」が 38.8％、「事業の提供場所（土地や建物）の確保が困難であ

る」が 26.9％となっています。 

 

  

 

 

 

 

問２ 経営上の課題についてご記入ください。（あてはまるものすべてに○） 

問６ 多くの障害福祉サービスでは、あまり受入の増加が進んでいないのが現状です。 

それらの定員増員や新規参入が進まない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに

○） 
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円滑な事業運営のために、改善したい経営上の課題については、「職員の資質向上」が 58.2％と最も多く、

次いで「支援員の確保」が 55.2％、「サービスの内容や質の向上」が 49.3％、「利用者の確保」が 47.8％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政等の関係機関の支援については、「行政との情報共有」が 55.2％と最も多く、次いで「財政面での支

援」「職員の研修、職業訓練への支援」が 47.8％となっています。 

 

 

 

 

 

問７ 円滑な事業運営のために、改善したい経営上の課題は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

問８ 今後の事業運営にあたって行政等の関係機関のどのような支援が必要でしょう

か。（あてはまるものすべてに○） 
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